低温「C_<60>の物性」(サブゼミ,第37回物性若手夏の学校(1992年度),講義ノート) by 榎, 敏明 & 若林, 知成
Title低温「C_<60>の物性」(サブゼミ,第37回物性若手夏の学校(1992年度),講義ノート)
Author(s)榎, 敏明; 若林, 知成














講演 ｢半導休表面-のガス吸着と脱離｣ 大阪電気通信大学 安江常夫
発表 ｢高エネルギーイオン弾性反跳粒子検出法による半導休表面の水素定量とその
応用｣ 大阪大学工学部 大西秀朗 内藤正路

























縮されたため､網代先生に大変と迷惑をおかけしてしまったことです｡世話人 :九州大 ･工 伊藤 昌
和
サブゼミ低温 ｢C6｡の物性｣





























世話人 :三宅啓太 (九州大 ･工)
サブゼミ 物性基礎論(Ⅰ)
東京大学教養 戎崎俊一､東大理 泰池真弘人､東工大物理 深町
従来の物理学は解析物理学とやもいう.べきものであり､物理になぜ計昇機を使うのか･了ということに
ついて疑問のある方も多いと思います｡そこで今年は計算機物理ということにしました｡単に汎用の
『計算機をどう使う』という次元を越え､ 『専用計算機』を作って使っている方々に来ていただくこ
とにし､重力専用コyピューター;GRAPEのチームを率いる東京大学教養の戎崎さんとスビy系
専用コンピュータ:イジングマシンを作った中の一人 ;泰地さんに来ていただいて専用計算機のお静
を何いました｡
GRAPE (GRAyityPipE)とは:
古典力学では既に重力の方程式が決まっています｡また律速段階であるN自乗の計算量になる
相互作用項のみが速ければよいのでそれ専用にarchitectureを作ってしまう｡ GRAPEボードを見
せてもらいましたが､目で見て流れがわかる-ードウエアでした｡こうして汎用性を捨てれば速く
なる｡汎用性をある程度捨ててはいますが相互作用が f(r)型のものならなん{･もできるタイプもあ
り､タンパク質の研究などに使えるそうです｡
イジングマシン:
-450-
